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俳句　おまえざき俳句会

今月の新着図書から PICK UP! !
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闇の聖域（佐々木譲／著）
　開戦前夜ー。警視庁を退職して
満洲・大連警察署特務巡査となっ
た河村修平は猟奇殺人を追うこと
に。一方、新進画家の中村小夜は
街で偶然出会った青年ルカへの想
いを深めてゆくが…。『小説野性時
代』連載を単行本化。

出版／ KADOKAWA

スノーマン（マイケル・モーパーゴ／作　レイモンド・ブリッグズ／原作
ロビン・ショー／絵　佐藤見果夢／訳）

　レイモンド・ブリッグズの絵本
「スノーマン」が物語に ! イギリス
を代表する児童文学作家マイケ
ル・モーパーゴが、少年とスノー
マンのすばらしい夜の冒険を、や
さしく、あたたかく描く。完璧な
スノーマンのつくり方も紹介。

出版／評論社

照　会　市立図書館アスパル　☎０５３７�８１８１

●一般
〇「国の借金は問題ない」って本当ですか ?（著／森永康平）
〇親子の「どうしても起きられない」をなくす本（著／三池輝久著
　／木田哲生）
〇着物を楽しむ教科書（監修／池田由紀子）
〇静岡カフェ時間（著／ふじのくに倶楽部）
〇幾千年の声を聞く（著／青羽悠）
〇赤ずきん、ピノキオ拾って死体と出会う。（著／青柳碧人）
〇小説家の一日（著／井上荒野）
〇水底のスピカ（著／乾ルカ）
〇変な絵（著／雨穴）

●児童
〇いぬのにっちゃんあきとふゆ（作・絵／あきくさあい）
〇ゆきのげきじょう（作／荒井良二）
〇荒大名の茶の湯(監修／神田伯山　文／石崎洋司　絵／岡本よしろう)
〇しゃしん100てん でんしゃのあいうえお（出版／交通新聞社）
〇トスカのクリスマス（文／マシュー・スタージス　絵／アン・

モーティマー　訳／おびかゆうこ）
〇いのちがかえっていくところ（作／最上一平　絵／伊藤秀男）
〇10歳から読める・わかる いちばんやさしい刑法（著／和田俊憲）
〇保護ねこ活動ねこかつ !（著／高橋うらら）
〇ベランダのあの子（作／四月猫あらし）
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